
ブ
ッ
ダ
涅
槃

紀
元
前
5
世
紀
ご
ろ
、
イ
ン
ド
北
部
、

ネ
パ
ー
ル
と
の
国
境
近
く
に
定
住
し
た

釈
迦
族
の
中
心
地
で
あ
る
カ
ピ
ラ
城
の

国
王
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

王
妃
マ
ー
ヤ
夫
人
は
出
産
の
た
め
に

実
家
に
帰
る
途
中
、
に
わ
か
に
産
気
づ
き
、

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
で
出
産
し
た
後
、
亡
く

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

29
歳
で
出
家
し
6
年
間
の
苦
行
の
後
、

35
歳
で
悟
り
を
開
き
ブ
ッ
ダ
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
45
年
間
に
渡
っ
て
人
々
と

一
緒
に
歩
み
ま
し
た
。
80
歳
に
な
り
、

生
ま
れ
故
郷
に
向
か
う
途
中
で
病
に

倒
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

二
本
の
並
ん
だ
木
の
間
で
、
頭
を
北
に

向
け
、
右
脇
を
下
に
向
け
、
足
の
上
に

足
を
重
ね
、
皆
に
ま
も
ら
れ
な
が
ら

静
か
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

釈
尊
の
呼
称

ブ
ッ
ダ
の
性
名
は
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ

ダ
ー
ル
タ
で
す
。
も
と
も
と
ブ
ッ
ダ
（
仏

陀
）
と
は
「
悟
っ
た
人
」
「
目
覚
め
た

人
」
と
い
う
名
詞
で
す
。
釈
迦
族
の

出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
お
釈
迦
さ
ま
」
、

釈
迦
族
の
聖
者
（
ム
ニ
）
を
付
け
「
釈
迦

牟
尼
」
と
呼
ば
れ
た
り
、
「
釈
迦
牟
尼
世

尊
」
の
省
略
で
あ
る
「
釈
尊
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。

募
集第

二
回
坂
東
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝
の
旅

東
京
・
神
奈
川
編

東
京
浅
草
寺
～
隅
田
川
遊
覧

～
湯
河
原
温
泉

平
成
28
年
6
月
14
日(

火)

～
16
日(
木)

旅
行
代
金

６
４
，
０
０
０
円

1
番
札
所
～
8
番
札
所

13
番
札
所
～
14
番
札
所

し
ゃ
く
そ
ん
ね

は
ん

え

☆
「
釈

尊

涅

槃

会
」

2
月
13
日

涅
槃
図
を
掲
げ
、
御
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。
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観 昌 寺 検 索

曹
洞
宗

觀
昌
寺

四
八‐

六
五
一
五

北
名
古
屋
市
九
之
坪
庚
申
前
二
十
五
番

平
成
28
年

如
月
号

◎
毎
週

土
曜
と
日
曜

朝
6
時
～
7
時

◎
毎
月

第
4
金
曜

夜
7
時
～
9
時

坐
禅
会

坐
禅
会

★晋山式費用積立の振込口座 JA西春日井農業協同組合 九之坪支店 普通預金 ００３０６３９ 観昌寺
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東京

神奈川

千葉

茨城
埼玉

群馬

栃木

觀昌寺 涅槃図

き
さ
ら
ぎ


